
(57)【要約】

【課題】ＩＥＥＥ８０２．１６を適用した高速無線アク

セスシステムについて、中継局ＲＳが介在したネットワ

ークトポロジを簡易に特定することができる、中継局を

介したレンジング方法等を提供する。

【解決手段】ＩＥＥＥ８０２．１６のＯＦＤＭＡ方式に

ついて、イニシャルレンジング、Periodic ranging、Ba

ndwidth request、Handover rangingの各コードを生成

するためのシード情報が、基地局圏内に存在する移動局

に割り当てられる基本ドメインと、基地局圏内に存在す

る中継局及び該中継局圏内に存在する移動局に割り当て

られる中継ドメインとに予め区分されている。中継ドメ

インは、第１の中継局に割り当てられたシード情報毎に

、第１の中継局圏内に存在する移動局及び第２の中継局

に割り当てられるドメインが予め区分されている。シー

ド情報は、疑似乱数ビット列生成器に入力される一部の

ビット情報であるUL_PermBaseである。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る 中 継 局 を 介 し た レ ン ジ ン グ 方 法 で あ っ
て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る レ ン ジ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 中 継 ド メ イ ン は 、 第 １ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ た シ ー ド 情 報 毎 に 、 第 １ の 中 継 局 圏
内 に 存 在 す る 移 動 局 及 び 第 ２ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ る ド メ イ ン が 予 め 区 分 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の レ ン ジ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 シ ー ド 情 報 は 、 疑 似 乱 数 ビ ッ ト 列 生 成 器 に 入 力 さ れ る 一 部 の ビ ッ ト 情 報 で あ る UL_P
ermBaseで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の レ ン ジ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 基 地 局 が 、 プ リ ア ン ブ ル を 前 記 中 継 局 へ 送 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 中 継 局 が 、 割 り 当 て た 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 前 記 移 動
局 へ 送 信 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 移 動 局 が 、 前 記 中 継 ド メ イ ン の 中 か ら 当 該 移 動 局 に 割 り 当 て る シ ー ド 情 報 を 決 定 し
、 該 シ ー ド 情 報 を 用 い て イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 生 成 し 、 該 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ
コ ー ド を 前 記 中 継 局 へ 返 信 す る 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 中 継 局 が 、 前 記 移 動 局 か ら 受 信 し た イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 前 記 基 地 局 へ 転
送 す る 第 ４ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 地 局 が 、 前 記 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド に 基 づ い て 、 前 記 移 動 局 は 前 記 中 継 局
を 介 し て 通 信 し て い る こ と を 認 識 す る 第 ５ の ス テ ッ プ と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の レ ン ジ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る 通 信 装 置 に 搭 載 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ に
よ っ て 、 レ ン ジ ン グ 処 理 を 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て い る よ う に コ ン ピ ュ ー タ を 実 行 さ せ る こ と を
特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る 中 継 局 で あ っ て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 前 記 中 継 ド メ イ ン は 、 第 １ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ た シ ー ド 情 報 毎 に 、 第 １ の 中 継 局 圏
内 に 存 在 す る 移 動 局 及 び 第 ２ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ る ド メ イ ン が 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 前 記 中 継 ド メ イ ン の 中 か ら 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 を 決 定 す る シ ー ド 情 報 決 定 手 段 と 、
　 前 記 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 移 動 局 へ 送 信 す る プ リ ア ン ブ ル
送 信 手 段 と 、
　 前 記 移 動 局 か ら 受 信 し た イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 、 前 記 基 地 局 へ 転 送 す る レ ン ジ
ン グ コ ー ド 送 信 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 局 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 前 記 シ ー ド 情 報 は 、 疑 似 乱 数 ビ ッ ト 列 生 成 器 に 入 力 さ れ る 一 部 の ビ ッ ト 情 報 で あ る UL_P
ermBaseで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 中 継 局 。
【 請 求 項 ８ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る 基 地 局 で あ っ て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 前 記 中 継 ド メ イ ン は 、 第 １ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ た シ ー ド 情 報 毎 に 、 第 １ の 中 継 局 圏
内 に 存 在 す る 移 動 局 及 び 第 ２ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ る ド メ イ ン が 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 受 信 し た 前 記 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド の シ ー ド 情 報 が 、 前 記 基 本 ド メ イ ン か 又 は 前
記 中 継 ド メ イ ン か を 判 定 す る レ ン ジ ン グ コ ー ド 判 定 手 段 と 、
　 前 記 シ ー ド 情 報 が 前 記 中 継 ド メ イ ン で あ る 場 合 、 前 記 移 動 局 が 経 由 す る 前 記 中 継 局 を 特
定 し 、 中 継 経 路 を 判 定 す る 中 継 経 路 判 定 手 段 と 、
　 前 記 中 継 経 路 を 経 路 テ ー ブ ル に 保 持 す る 経 路 テ ー ブ ル 保 持 手 段 と 、
　 前 記 経 路 テ ー ブ ル に 応 じ て 送 受 信 タ イ ミ ン グ を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る マ ッ プ ス ケ ジ ュ ー
リ ン グ 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 シ ー ド 情 報 は 、 疑 似 乱 数 ビ ッ ト 列 生 成 器 に 入 力 さ れ る 一 部 の ビ ッ ト 情 報 で あ る UL_P
ermBaseで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 基 地 局 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る 移 動 局 で あ っ て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 前 記 中 継 ド メ イ ン は 、 第 １ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ た シ ー ド 情 報 毎 に 、 第 １ の 中 継 局 圏
内 に 存 在 す る 移 動 局 及 び 第 ２ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ る ド メ イ ン が 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 受 信 し た プ リ ア ン ブ ル を 生 成 し た シ ー ド 情 報 が 、 前 記 基 本 ド メ イ ン か 又 は 前 記 中 継 ド メ
イ ン か を 判 定 す る プ リ ア ン ブ ル 判 定 手 段 と 、
　 前 記 シ ー ド 情 報 が 前 記 中 継 ド メ イ ン で あ る 場 合 、 受 信 し た プ リ ア ン ブ ル を 生 成 し た シ ー
ド 情 報 に 基 づ く ド メ イ ン の 中 か ら 移 動 局 用 シ ー ド 情 報 を 決 定 す る シ ー ド 情 報 決 定 手 段 と 、
　 前 記 シ ー ド 情 報 を 用 い て 、 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth requ
est、 Handover rangingの 各 コ ー ド を 生 成 す る レ ン ジ ン グ コ ー ド 生 成 手 段 と 、
　 前 記 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 用 い て 、 レ ン ジ ン グ 処 理 を す る レ ン ジ ン グ 処 理 手 段
と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 移 動 局 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 シ ー ド 情 報 は 、 疑 似 乱 数 ビ ッ ト 列 生 成 器 に 入 力 さ れ る 一 部 の ビ ッ ト 情 報 で あ る UL_P
ermBaseで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 移 動 局 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ に お け る 中 継 局 を 介 し た レ ン ジ ン グ 方 法 、 プ ロ グ ラ ム
及 び シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ は 、 Ｂ Ｗ Ａ (Broadband Wireless Access)サ ー ビ ス を 提 供 可 能 な
高 速 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム の 標 準 規 格 で あ る 。 現 在 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ 標 準 化 会 合 で
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は 、 デ ー タ を 中 継 す る こ と に よ っ て カ バ レ ッ ジ エ リ ア を 拡 大 す る Ｍ Ｍ Ｒ (Mobile Multihop
 Relay)技 術 に 関 し 、 メ デ ィ ア ア ク セ ス 制 御 （ Medium Access Control） 及 び 物 理 層 の 規 定
を 行 う た め の 検 討 が 開 始 さ れ て い る 。 こ の Ｍ Ｍ Ｒ 技 術 に よ れ ば 、 基 地 局 Ｂ Ｓ (Base Statio
n)は 、 そ の 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 の 固 定 局 Ｓ Ｓ (Subscriber Station)又 は 移 動 局 Ｍ Ｓ (Mobile Su
bscriber Station)と 通 信 を す る と 共 に 、 基 地 局 圏 Ｂ Ｓ 圏 内 の 中 継 局 Ｒ Ｓ (Relay Station)
を 介 し て 、 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 外 の 固 定 局 Ｓ Ｓ 又 は 移 動 局 Ｍ Ｓ と も 通 信 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の 高 速 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム は 、 基 本 的 に 、 固 定 局 Ｓ Ｓ 向 け Ｂ Ｗ
Ａ サ ー ビ ス の 提 供 を 目 的 と し た 標 準 規 格 で あ る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 １ 参 照 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０
２ ． １ ６ － ２ ０ ０ ４ ） 。 こ こ で は 、 Ｐ Ｍ Ｐ (Point-to-Multipoint)及 び Ｍ ｅ ｓ ｈ の ２ つ の
ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ が 規 定 さ れ て い る 。 Ｐ Ｍ Ｐ は 、 一 般 的 な セ ル ラ シ ス テ ム と 同 様 、 基
本 的 に 「 Ｂ Ｓ ： Ｓ Ｓ ＝ １ ： 多 」 で ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 。 一 方 、 Ｍ ｅ ｓ ｈ は 、 移 動 局 Ｍ
Ｓ 同 士 を マ ル チ ホ ッ プ で ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 。 変 調 方 式 と し て は 、 シ ン グ ル キ ャ リ ア
方 式 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ (Orthogonal Frequency Division Multiple)方 式 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ (OFDM Acce
ss） 方 式 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 非 特 許 文 献 １ を 修 正 し た 技 術 で あ っ て 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 の イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ シ ー ケ
ン ス を 規 定 し た 標 準 規 格 も あ る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 最 初 に 、 移 動 局 Ｍ Ｓ が 、 ラ
ン ダ ム な イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 生 成 し 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ (Code Division Multiple Acce
ss)に よ っ て 基 地 局 Ｂ Ｓ へ 送 信 す る 。 こ れ に 対 し 、 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 レ ン ジ ン グ 応 答 Ｒ Ｎ Ｇ
－ Ｒ Ｓ Ｐ (Ranging Response)を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 返 信 す る 。 こ の メ ッ セ ー ジ 交 換 は 、 基 地 局 Ｂ
Ｓ － 移 動 局 Ｍ Ｓ 間 で 送 信 電 力 及 び タ イ ミ ン グ を 調 整 す る た め に 、 複 数 回 繰 り 返 さ れ る 。 こ
れ ら 調 整 が 完 了 す る と 、 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 成 功 を 示 す Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す
る 。 こ れ に 対 し 、 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 レ ン ジ ン グ 要 求 Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｅ Ｑ (Ranging Request） を 基
地 局 Ｂ Ｓ へ 送 信 す る 。 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 移 動 局 Ｍ Ｓ に 接 続 識 別 子 Ｃ Ｉ Ｄ (Connection IDenti
fier)を 割 り 当 て 、 そ の Ｃ Ｉ Ｄ を 含 む Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 非 特 許 文 献 １ 及 び ２ に よ れ ば 、 カ バ レ ッ ジ エ リ ア の 拡 大 を 目 的 と す る 中 継 機 能 に つ い て
は 全 く 考 慮 さ れ て い な い 。 電 力 増 幅 の 中 継 を 行 う 場 合 、 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ － 固 定
局 Ｓ Ｓ 間 の 通 信 状 況 に よ っ て 決 定 さ れ た 、 所 望 Burst Profileを 単 に 増 幅 し て 転 送 す る 。
従 っ て 、 基 地 局 Ｂ Ｓ － 中 継 局 Ｒ Ｓ 間 の 通 信 状 況 が 考 慮 さ れ ず 、 結 果 的 に 基 地 局 Ｂ Ｓ － 中 継
局 Ｒ Ｓ － 固 定 局 Ｓ Ｓ 間 の 整 合 が 取 れ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ － ２ ０ ０ ４ 標 準 規 格 の Ｍ ｅ ｓ ｈ ト ポ ロ ジ を 用 い て カ バ レ ッ
ジ エ リ ア 拡 大 を 図 る こ と は で き る 。 し か し 、 Ｍ ｅ ｓ ｈ は オ プ シ ョ ン 扱 い で あ っ て 、 フ レ ー
ム 構 成 に つ い て Ｐ Ｍ Ｐ と 互 換 性 が 無 い 。 ま た 、 Ｐ Ｍ Ｐ と 比 較 し て 、 フ レ ー ム の オ ー バ ヘ ッ
ド が 多 く 、 ス ル ー プ ッ ト に 影 響 す る 。 複 信 方 式 は 、 Ｔ Ｄ Ｄ (Time Division Duplex)し か サ
ポ ー ト し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 使 用 周 波 数 帯 と し て ２ Ｇ Ｈ ｚ 以 上 が 想 定 さ れ て い る 。 そ の 周 波 数 特 性 上 、 固 定 局
Ｓ Ｓ は 、 地 形 や 周 辺 建 造 物 な ど の 影 響 に よ り 受 信 状 況 が 不 安 定 と な り 、 屋 内 や 地 下 で は 圏
外 に よ る 利 用 不 可 と な る 可 能 性 が 高 い 。 こ の よ う な 状 況 の 場 合 、 同 規 格 の Ｐ Ｍ Ｐ で は 、 新
た に 基 地 局 Ｂ Ｓ を 設 置 す る し か な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ － ２ ０ ０ ４ を 、 移 動 局 Ｍ Ｓ 向 け Ｂ Ｗ Ａ サ ー ビ ス 提 供 を 目 的
と し て 修 正 し た 高 速 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム の 標 準 規 格 も あ る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 ３ 参 照 、
Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ ） 。 こ こ で は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ と し て 、 Ｐ Ｍ Ｐ の み が 規 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 の レ ン ジ ン グ コ ー ド を 生 成 す る 擬 似 乱 数 ビ ッ ト 列 Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ (Pse
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udo Random Binary Sequence)生 成 器 の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド (PRBS seed)１ ５ ビ ッ ト の 内 、 下 位 ７ ビ ッ ト （ ｓ ０ ～ ｓ ６ ） を UL_PermBa
se(UpLink Permutation Base)に 割 当 て て 、 レ ン ジ ン グ コ ー ド を 生 成 す る 。
　 　 UL_PermBase： 整 数 ０ ～ ６ ９ （ ７ ０ 通 り ）
　 　 レ ン ジ ン グ コ ー ド 長 ： １ ４ ４ ビ ッ ト
　 　 利 用 可 能 な コ ー ド 数 ： ２ ５ ６ 通 り
【 ０ ０ １ １ 】
　 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 複 数 コ ー ド の サ ブ グ ル ー プ Ｓ （ 0～ 255） を 用 い 、 以 下 に 示 す 各 コ ー ド は
、 Ｓ ～ ((S+O+N+M+L) mod 256)の 範 囲 内 に 存 在 す る 。
　 　 ・ Ｎ コ ー ド （ イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ ）
　 　 　 144× (S mod 256) times～ 144× ((S＋ N) mod 256)－ 1 times
　 　 ・ Ｍ コ ー ド （ Periodic ranging）
　 　 　 144× ((N＋ S) mod 256) times～ 144× ((N＋ M＋ S) mod 256)－ 1 times
　 　 ・ Ｌ コ ー ド （ 帯 域 幅 要 求 ）
　 　 　 144× ((N＋ M＋ S) mod 256) times～ 144× ((N＋ M＋ L＋ S) mod 256)－ 1 times
　 　 ・ Ｏ コ ー ド （ ハ ン ド オ ー バ レ ン ジ ン グ ）
　 　 　 144× ((N＋ M＋ L＋ S) mod 256) times～ 144× ((N＋ M＋ L＋ O＋ S) mod 256)－ 1 times
【 ０ ０ １ ２ 】
　 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に よ れ ば 、 PermBaseは サ ブ キ ャ リ ア 割 り 当 て に 対 応 す る の で 、 PermBase
毎 に 周 波 数 帯 域 が 異 な る 。 従 っ て 、 異 な る PermBaseを 用 い る こ と に よ り 、 互 い の 干 渉 が 抑
制 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 IEEE Std 802.16-2004、 IEEE Standard for Local andmetropolitan ar
ea networks, Part 16、 「 Air Interface for Fixed Broadband WirelessAccess Systems
」
【 非 特 許 文 献 ２ 】 IEEE P802.16-2004/Cor1/D5、 Draft IEEE Standard forLocal and metr
opolitan area networks, Corrigendum to IEEE Standard for Localand Metropolitan A
rea Networks - Part 16、 「 Air Interface for Fixed BroadbandWireless Access Syste
ms」
【 非 特 許 文 献 ３ 】 IEEE P802.16e/D12、 Draft IEEE Standard for Localand metropolitan
 area networks, Part 16、 「 Air Interface for Fixed and MobileBroadband Wireless 
Access Systems, Amendment for Physical and Medium AccessControl Layers for Combi
ned Fixed and Mobile Operation in Licensed Bands」
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ に お け る 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ を 介 し て 移 動 局 Ｍ Ｓ と 通 信 す
る 場 合 、 基 地 局 Ｂ Ｓ と 通 信 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ の 数 は 膨 大 な 数 と な る 。 こ の と き 、 基 地 局 Ｂ Ｓ
は 、 移 動 局 Ｍ Ｓ が 経 由 す る 中 継 局 Ｒ Ｓ を 特 定 す る た め に 、 別 途 、 標 準 規 格 以 外 の シ ー ケ ン
ス を 必 要 と す る 。 し か し な が ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ の 特 定 の た め の シ ー ケ ン ス は 、 ネ
ッ ト ワ ー ク 全 体 の 負 荷 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ を 適 用 し た 高 速 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム に つ い
て 、 中 継 局 Ｒ Ｓ が 介 在 し た ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ を 簡 易 に 特 定 す る こ と に よ り ネ ッ ト ワ ー
ク リ ソ ー ス の 効 率 化 を 図 る こ と が で き る 、 中 継 局 を 介 し た レ ン ジ ン グ 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 及
び シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る レ ン ジ ン グ 方 法 で あ

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-201848 A 2007.8.9



っ て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の レ ン ジ ン グ 方 法 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 中 継 ド メ イ ン は 、 第 １ の 中 継
局 に 割 り 当 て ら れ た シ ー ド 情 報 毎 に 、 第 １ の 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 及 び 第 ２ の 中 継
局 に 割 り 当 て ら れ る ド メ イ ン が 予 め 区 分 さ れ て い る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の レ ン ジ ン グ 方 法 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 シ ー ド 情 報 は 、 疑 似 乱 数 ビ ッ
ト 列 生 成 器 に 入 力 さ れ る 一 部 の ビ ッ ト 情 報 で あ る UL_PermBaseで あ る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の レ ン ジ ン グ 方 法 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、
　 基 地 局 が 、 プ リ ア ン ブ ル を 中 継 局 へ 送 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
　 中 継 局 が 、 割 り 当 て た 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 移 動 局 へ 送 信
す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
　 移 動 局 が 、 中 継 ド メ イ ン の 中 か ら 当 該 移 動 局 に 割 り 当 て る シ ー ド 情 報 を 決 定 し 、 該 シ ー
ド 情 報 を 用 い て イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 生 成 し 、 該 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を
中 継 局 へ 返 信 す る 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 中 継 局 が 、 移 動 局 か ら 受 信 し た イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 基 地 局 へ 転 送 す る 第 ４ の
ス テ ッ プ と 、
　 基 地 局 が 、 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド に 基 づ い て 、 移 動 局 は 中 継 局 を 介 し て 通 信 し て
い る こ と を 認 識 す る 第 ５ の ス テ ッ プ と 、
を 有 す る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る 通 信 装 置 に 搭 載 さ れ
た コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 、 レ ン ジ ン グ 処 理 を 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て い る よ う に コ ン ピ ュ ー タ を 実 行 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る 中 継 局 で あ っ て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 中 継 ド メ イ ン は 、 第 １ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ た シ ー ド 情 報 毎 に 、 第 １ の 中 継 局 圏 内 に
存 在 す る 移 動 局 及 び 第 ２ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ る ド メ イ ン が 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 中 継 ド メ イ ン の 中 か ら 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 を 決 定 す る シ ー ド 情 報 決 定 手 段 と 、
　 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 移 動 局 へ 送 信 す る プ リ ア ン ブ ル 送 信
手 段 と 、
　 移 動 局 か ら 受 信 し た イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 、 基 地 局 へ 転 送 す る レ ン ジ ン グ コ ー
ド 送 信 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 中 継 局 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 シ ー ド 情 報 は 、 疑 似 乱 数 ビ ッ ト 列 生 成
器 に 入 力 さ れ る 一 部 の ビ ッ ト 情 報 で あ る UL_PermBaseで あ る こ と も 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る 基 地 局 で あ っ て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 中 継 ド メ イ ン は 、 第 １ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ た シ ー ド 情 報 毎 に 、 第 １ の 中 継 局 圏 内 に
存 在 す る 移 動 局 及 び 第 ２ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ る ド メ イ ン が 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 受 信 し た イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド の シ ー ド 情 報 が 、 基 本 ド メ イ ン か 又 は 中 継 ド メ イ
ン か を 判 定 す る レ ン ジ ン グ コ ー ド 判 定 手 段 と 、
　 シ ー ド 情 報 が 中 継 ド メ イ ン で あ る 場 合 、 移 動 局 が 経 由 す る 中 継 局 を 特 定 し 、 中 継 経 路 を
判 定 す る 中 継 経 路 判 定 手 段 と 、
　 中 継 経 路 を 経 路 テ ー ブ ル に 保 持 す る 経 路 テ ー ブ ル 保 持 手 段 と 、
　 経 路 テ ー ブ ル に 応 じ て 送 受 信 タ イ ミ ン グ を ス ケ ジ ュ ー リ ン グ す る マ ッ プ ス ケ ジ ュ ー リ ン
グ 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 基 地 局 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 シ ー ド 情 報 は 、 疑 似 乱 数 ビ ッ ト 列 生 成
器 に 入 力 さ れ る 一 部 の ビ ッ ト 情 報 で あ る UL_PermBaseで あ る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お け る 移 動 局 で あ っ て 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの
各 コ ー ド を 生 成 す る た め の シ ー ド 情 報 が 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り 当 て ら れ る
基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 及 び 該 中 継 局 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 に 割 り
当 て ら れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 中 継 ド メ イ ン は 、 第 １ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ た シ ー ド 情 報 毎 に 、 第 １ の 中 継 局 圏 内 に
存 在 す る 移 動 局 及 び 第 ２ の 中 継 局 に 割 り 当 て ら れ る ド メ イ ン が 予 め 区 分 さ れ て お り 、
　 受 信 し た プ リ ア ン ブ ル を 生 成 し た シ ー ド 情 報 が 、 基 本 ド メ イ ン か 又 は 中 継 ド メ イ ン か を
判 定 す る プ リ ア ン ブ ル 判 定 手 段 と 、
　 シ ー ド 情 報 が 中 継 ド メ イ ン で あ る 場 合 、 受 信 し た プ リ ア ン ブ ル を 生 成 し た シ ー ド 情 報 に
基 づ く ド メ イ ン の 中 か ら 移 動 局 用 シ ー ド 情 報 を 決 定 す る シ ー ド 情 報 決 定 手 段 と 、
　 シ ー ド 情 報 を 用 い て 、 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、 Periodic ranging、 Bandwidth request
、 Handover rangingの 各 コ ー ド を 生 成 す る レ ン ジ ン グ コ ー ド 生 成 手 段 と 、
　 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 用 い て 、 レ ン ジ ン グ 処 理 を す る レ ン ジ ン グ 処 理 手 段 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 移 動 局 に お け る 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 シ ー ド 情 報 は 、 疑 似 乱 数 ビ ッ ト 列 生 成
器 に 入 力 さ れ る 一 部 の ビ ッ ト 情 報 で あ る UL_PermBaseで あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の レ ン ジ ン グ 方 法 等 に よ れ ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ 高 速 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム
に つ い て 、 中 継 局 Ｒ Ｓ が 介 在 し た ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ を 簡 易 に 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 の レ ン ジ ン グ 処 理 で 用 い ら れ る レ ン ジ ン グ コ ー ド を 中
継 局 向 け に 拡 張 す る 。 こ の よ う な レ ン ジ ン グ コ ー ド の 割 り 当 て は 、 中 継 局 を 含 む ネ ッ ト ワ
ー ク ト ポ ロ ジ を 関 連 付 け る こ と が で き る 。 基 地 局 は 、 移 動 局 が 経 由 し て い る 中 継 局 を 特 定
し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 全 体 の 経 路 を 把 握 し 、 そ の 経 路 情 報 に 基 づ い た 帯 域 割 当 を す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 以 下 で は 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ 生 成 器 で 割 当 可 能 な UL_PermBaseは 、 ７ ビ ッ ト （ １ ２ ８ 通 り ） で あ る の に 対 し
、 従 来 の 標 準 規 格 に よ っ て 規 定 さ れ た UL_PermBaseは 、 ０ ～ ６ ９ （ ７ ０ 通 り ） で あ る 。 こ
の UL_PermBase＝ ０ ～ ６ ９ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ に 割 り 当 て る 基 本 ド
メ イ ン と す る 。 こ れ に 対 し 、 本 発 明 は 、 従 来 の 標 準 規 格 に よ っ て 規 定 さ れ て い な い UL_Per
mBaseの ７ ０ ～ １ ２ ８ （ ５ ８ 通 り ） を 、 ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ に 応 じ て 割 り 当 て る 。 こ の U
L_PermBaseの ７ ０ ～ １ ２ ８ は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ と 、 そ の 中 継 局 Ｒ Ｓ を 介 し て 基 地 局 Ｂ Ｓ と 通 信
す る 移 動 局 Ｍ Ｓ と に 割 り 当 て る 中 継 ド メ イ ン と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 表 １ は 、 本 発 明 に お け る UL_PermBaseの 割 り 当 て を 表 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 表 １ に よ れ ば 、 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 UL_PermBase＝ ０ ～ ６ ９ の い
ず れ か の 整 数 を 用 い る 。 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 Ｒ Ｓ hop1は 、 UL_PermBase＝ ７
０ 、 ８ ０ 、 ・ ・ ・ の い ず れ か の 整 数 を 用 い る 。 UL_PermBase＝ ７ ０ の 中 継 局 Ｒ Ｓ hop1圏 内
に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 UL_PermBase＝ ７ １ ～ ７ ４ の い ず れ か の 整 数 を 用 い る 。 UL_Perm
Base＝ ７ ０ の 中 継 局 Ｒ Ｓ hop1圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 Ｒ Ｓ hop2は 、 UL_PermBase＝ ７ ５ を 用
い る 。 UL_PermBase＝ ７ ５ の 中 継 局 Ｒ Ｓ hop2圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 UL_PermBase＝
７ ６ ～ ７ ９ の い ず れ か の 整 数 を 用 い る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 は 、 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ 、
Periodic
ranging、 Bandwidth request、 Handover rangingの 各 コ ー ド を 生 成 す る た め の UL_PermBas
eが 、 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ に 割 り 当 て ら れ る 基 本 ド メ イ ン と 、 基 地 局 Ｂ
Ｓ 圏 内 に 存 在 す る 中 継 局 Ｒ Ｓ 及 び そ の 中 継 局 Ｒ Ｓ 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ に 割 り 当 て ら
れ る 中 継 ド メ イ ン と に 予 め 区 分 さ れ て い る 。 割 り 当 て ら れ た UL_PermBaseは 、 ネ ッ ト ワ ー
ク ト ポ ロ ジ を 表 す こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ に よ れ ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ 高 速 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム の Ｐ Ｍ Ｐ に つ い て 、 中
継 局 Ｒ Ｓ が 存 在 す る ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ が 表 さ れ て い る 。 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 に は 、 移 動 局
Ｍ Ｓ １ 及 び Ｍ Ｓ ２ と 、 中 継 局 Ｒ Ｓ １ 及 び Ｒ Ｓ ２ と が 存 在 す る 。 中 継 局 Ｒ Ｓ １ 圏 内 に は 、 移
動 局 Ｍ Ｓ ３ 及 び Ｍ Ｓ ４ と 、 中 継 局 Ｒ Ｓ １ １ と が 存 在 す る 。 ま た 、 中 継 局 Ｒ Ｓ １ １ 圏 内 に は
、 移 動 局 Ｍ Ｓ ７ 及 び Ｍ Ｓ ８ が 存 在 す る 。 移 動 局 Ｍ Ｓ ７ 及 び Ｍ Ｓ ８ は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ １ １ 及 び
中 継 局 Ｒ Ｓ １ を 介 し て 、 基 地 局 Ｂ Ｓ と 通 信 す る 。 一 方 、 中 継 局 Ｒ Ｓ ２ 圏 内 に は 、 移 動 局 Ｍ
Ｓ ５ 及 び Ｍ Ｓ ６ が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 中 継 局 Ｒ Ｓ 及 び 移 動 局 Ｍ Ｓ が 割 り 当 て る UL_PermBaseに つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ １ 及 び Ｍ Ｓ ２ は 、 従 来 技 術 に 従 っ て 、 UL_PermBase＝ ０ ～
６ ９ の い ず れ か の 整 数 を 選 択 し て 、 Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド の 一 部 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 の 中 継 局 Ｒ Ｓ １ 及 び Ｒ Ｓ ２ は 、 UL_PermBase＝ ７ ０ ～ １ ２ ７ （ ５ ８ 通 り
） の う ち 、 中 継 局 用 に 規 定 し た 整 数 を 選 択 す る 。 図 ２ に よ れ ば 、 中 継 局 Ｒ Ｓ １ は UL_PermB
ase＝ ７ ０ を 割 り 当 て 、 中 継 局 Ｒ Ｓ ２ は UL_PermBase＝ ８ ０ を 割 り 当 て る 。 こ こ で 、 中 継 局
Ｒ Ｓ は 、 割 り 当 て た 基 地 局 Ｂ Ｓ に 対 す る UL_PermBaseを 、 移 動 局 Ｍ Ｓ に 対 す る DL_PermBase
（ Downlink
Permutation Base） と 共 用 す る 。 従 っ て 、 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 そ の 中 継 局 Ｒ Ｓ 圏 内 に 送 信 す る
プ リ ア ン ブ ル の Permutationに 、 そ の DL_PermBaseを 用 い る 。 こ れ に よ り 、 プ リ ア ン ブ ル を
受 信 し た 移 動 局 Ｍ Ｓ 又 は 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 中 継 局 が 介 在 し て い る こ と を 認 識 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 中 継 局 Ｒ Ｓ １ は 、 そ の 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ ３ 及 び Ｍ Ｓ ４ に 対 し 、 DL_PermBase＝ ７ ０ に よ
り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 送 信 す る 。 こ の プ リ ア ン ブ ル を 受 信 し た 移 動 局 Ｍ Ｓ ３ 及 び Ｍ Ｓ
４ と 中 継 局 Ｒ Ｓ １ １ は 、 自 身 が 中 継 局 Ｒ Ｓ １ の 圏 内 に 存 在 し て い る こ と を 認 識 す る 。 そ し
て 、 移 動 局 Ｍ Ｓ ３ 及 び Ｍ Ｓ ４ は 、 UL_PermBase＝ ７ １ ～ ７ ４ の い ず れ か の 整 数 を 選 択 し 、
そ の 整 数 を Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド の 一 部 と す る 。 図 ２ に よ れ ば 、 移 動 局 Ｍ Ｓ ３ は UL_PermBase＝
７ １ を 、 移 動 局 Ｍ Ｓ ４ は UL_PermBase＝ ７ ２ を そ れ ぞ れ 選 択 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 中 継 局 Ｒ Ｓ ２ は 、 そ の 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ ５ 及 び Ｍ Ｓ ６ に 対 し 、 DL_PermBase＝ ８ ０ に よ
り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 送 信 す る 。 こ の プ リ ア ン ブ ル を 受 信 し た 移 動 局 Ｍ Ｓ ５ 及 び Ｍ Ｓ
６ は 、 自 身 が 中 継 局 Ｒ Ｓ ２ の 圏 内 に 存 在 し て い る こ と を 認 識 す る 。 そ し て 、 移 動 局 Ｍ Ｓ ５
及 び Ｍ Ｓ ６ は 、 UL_PermBase＝ ８ １ ～ ８ ４ の い ず れ か の 整 数 を 選 択 し 、 そ の 整 数 を Ｐ Ｒ Ｂ
Ｓ シ ー ド の 一 部 と す る 。 図 ２ に よ れ ば 、 移 動 局 Ｍ Ｓ ５ は UL_PermBase＝ ８ １ を 、 移 動 局 Ｍ
Ｓ ６ は UL_PermBase＝ ８ ２ を そ れ ぞ れ 選 択 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 中 継 局 Ｒ Ｓ （ 基 地 局 Ｂ Ｓ か ら み て １ ホ ッ プ 目 の 上 位 中 継 局 Ｒ Ｓ ） の 圏 内 に 存 在 す る 中 継
局 Ｒ Ｓ （ 基 地 局 Ｂ Ｓ か ら み て ２ ホ ッ プ 目 ） に は 、 上 位 中 継 局 Ｒ Ｓ に 割 り 当 て ら れ た UL_Per
mBaseの ド メ イ ン の 内 、 予 め 固 有 の UL_PermBaseを 割 り 当 て る 。 図 ２ 及 び 表 １ に よ れ ば 、 中
継 局 Ｒ Ｓ １ １ に は UL_PermBase＝ ７ ５ が 割 り 当 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 中 継 局 Ｒ Ｓ １ １ は 、 そ の 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ ７ 及 び Ｍ Ｓ ８ に 対 し 、 DL_PermBase＝ ７ ５ に
よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 送 信 す る 。 こ の プ リ ア ン ブ ル を 受 信 し た 移 動 局 Ｍ Ｓ ７ 及 び Ｍ
Ｓ ８ は 、 自 身 が 中 継 局 Ｒ Ｓ １ １ の 圏 内 に 存 在 し て い る こ と を 認 識 す る 。 そ し て 、 移 動 局 Ｍ
Ｓ ７ 及 び Ｍ Ｓ ８ は 、 UL_PermBase＝ ７ ６ ～ ７ ９ の い ず れ か の 整 数 を 選 択 し 、 そ の 整 数 を Ｐ
Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド の 一 部 と す る 。 図 ２ に よ れ ば 、 移 動 局 Ｍ Ｓ ７ は UL_PermBase＝ ７ ６ を 、 移 動
局 Ｍ Ｓ ８ は UL_PermBase＝ ７ ７ を そ れ ぞ れ 選 択 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に つ い て 基 地 局 Ｂ Ｓ と そ の 圏 外 に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ と の 間 の 中 継 局 Ｒ
Ｓ を 介 し た レ ン ジ ン グ シ ー ケ ン ス で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ Ｓ ３ ０ １ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 予 め 割 り 当 て ら れ た DL_PermBase（ ０ ～ ３ １ の い ず れ か 、 例
え ば １ ） に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 、 そ の 圏 内 の 中 継 局 Ｒ Ｓ （ 及 び 移 動 局 Ｍ Ｓ ） へ 送
信 す る 。
（ Ｓ ３ ０ ２ ） 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 そ の DL_PermBase（ １ ） が 基 本 ド メ イ ン （ ０ ～ ３ １ ） で あ る
こ と を 確 認 し 、 中 継 ド メ イ ン （ ７ ０ ～ １ ２ ７ ） の 中 か ら 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 （ 例 え ば ７ ０
） を 割 り 当 て る 。 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 （ ７ ０ ） と 等 価 な DL_PermBase for 
RS（ ７ ０ ） に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 、 そ の 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す る 。
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（ Ｓ ３ ０ ３ ） ま た 、 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ へ Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 送 信 す る 。
（ Ｓ ３ ０ ４ ） 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 そ の Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 転 送 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ Ｓ ３ ０ ５ ） 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 受 信 し た プ リ ア ン ブ ル を 生 成 し た DL_PermBase for RS（ ７ ０
） に 基 づ く ド メ イ ン （ ７ １ ～ ７ ４ ） の い ず れ か の 整 数 （ 例 え ば ７ １ ） を 選 択 し 、 そ の 整 数
を Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド の 一 部 と す る 。 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 そ の Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド を 用 い て 、 Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ
生 成 器 の 出 力 に よ り イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 決 定 す る 。 そ の イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ
コ ー ド は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ へ 送 信 さ れ る 。
（ Ｓ ３ ０ ６ ） 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 受 信 し た イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 基 地 局 Ｂ Ｓ へ 転 送 す
る 。 イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 受 信 し た 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 以 下 の こ と を 認 識 す る 。
　 ・ UL_PermBaseが ０ ～ ６ ９ 以 外 の 整 数 で あ る た め に 、 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ か ら
の 要 求 で は な い こ と を 認 識 す る 。
　 ・ UL_PermBaseは 予 め 中 継 ド メ イ ン に 区 分 さ れ て い る （ 中 継 局 ７ ０ ： ド メ イ ン ７ １ ～ ７
４ ） の で 、 そ の 移 動 局 Ｍ Ｓ が 存 在 す る 中 継 局 Ｒ Ｓ を 特 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ Ｓ ３ ０ ７ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 そ の 中 継 局 Ｒ Ｓ 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ に 対 し て Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を
送 信 す る た め の 帯 域 を 確 保 す る 。
（ Ｓ ３ ０ ８ ） 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ か ら 割 り 当 て ら れ た 帯 域 を 用 い て 、 Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ
Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ Ｓ ３ ０ ９ ） レ ン ジ ン グ 処 理 が 成 功 す る ま で 、 Ｓ ３ ０ １ ～ Ｓ ３ ０ ８ の シ ー ケ ン ス を 繰 り 返
す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ Ｓ ３ １ ０ ） レ ン ジ ン グ 処 理 が 成 功 し た と す る 。
（ Ｓ ３ １ １ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 再 度 、 基 本 ド メ イ ン （ ０ ～ ３ １ ） の DL_PermBase（ 例 え ば １
） に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 、 中 継 局 Ｒ Ｓ へ 送 信 す る 。
（ Ｓ ３ １ ２ ） 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 （ ７ ０ ） と 等 価 な DL_PermBase for RS（
７ ０ ） に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 、 そ の 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す る 。
（ Ｓ ３ １ ３ ） ま た 、 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ へ Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 送 信 す る 。
（ Ｓ ３ １ ４ ） Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 受 信 し た 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 そ の Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 転
送 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ Ｓ ３ １ ５ ） 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ － 移 動 局 Ｍ Ｓ 間 で 所 望 す る バ ー ス ト プ ロ フ ァ イ ル
（ 変 調 方 式 や 誤 り 訂 正 Ｆ Ｅ Ｃ (Forward Error Correction)等 の 情 報 ） を 付 加 し た Ｒ Ｎ Ｇ －
Ｒ Ｅ Ｑ を 、 中 継 局 Ｒ Ｓ へ 送 信 す る 。
（ Ｓ ３ １ ６ ） 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 受 信 し た Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｅ Ｑ を 基 地 局 Ｂ Ｓ へ 転 送 す る 。
（ Ｓ ３ １ ７ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 中 継 局 Ｒ Ｓ へ 返 信 す る 。
（ Ｓ ３ １ ８ ） 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 転 送 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に つ い て 基 地 局 Ｂ Ｓ と そ の 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ と の 間 の 中 継 局 Ｒ
Ｓ を 介 し た レ ン ジ ン グ シ ー ケ ン ス で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ Ｓ ４ ０ １ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 予 め 割 り 当 て ら れ た DL_PermBase（ ０ ～ ３ １ の い ず れ か 、 例
え ば １ ） に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 、 そ の 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ （ 及 び 中 継 局 Ｒ Ｓ ） へ 送
信 す る 。
（ Ｓ ４ ０ ２ ） ま た 、 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 移 動 局 Ｍ Ｓ へ Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 送 信 す る 。
（ Ｓ ４ ０ ３ ） 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 基 本 ド メ イ ン （ ０ ～ ６ ９ ） の い ず れ か の 整 数 （ 例 え ば １ ） を
UL_PermBaseに 割 り 当 て 、 そ の 整 数 を Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド の 一 部 と す る 。 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 そ の
Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド を 用 い て 、 Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ 生 成 器 の 出 力 に よ り イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 決
定 す る 。 そ の イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ へ 送 信 さ れ る 。
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（ Ｓ ４ ０ ４ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 返 信 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ Ｓ ４ ０ ５ ） 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 近 隣 に 存 在 す る 中 継 局 Ｒ Ｓ を 探 索 す る た め に 、 予 め 決 め ら れ
た 特 定 の UL_PermBase（ 例 え ば １ ２ ７ ） を 用 い た 、 コ モ ン コ ー ド を ブ ロ ー ド キ ャ ス ト す る
。 こ の コ モ ン コ ー ド は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ だ け で な く 、 基 地 局 Ｂ Ｓ に も 受 信 さ れ る 。
（ Ｓ ４ ０ ６ ） コ モ ン コ ー ド を 受 信 し た 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 予 め 割 り 当 て ら れ た DL_PermBase fo
r RS（ ７ ０ ～ １ ２ ６ の い ず れ か 、 例 え ば ７ ０ ） に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 、 一 定 期 間
、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト す る 。
（ Ｓ ４ ０ ７ ） プ リ ア ン ブ ル を 受 信 し た 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 DL_PermBase for RS（ ７ ０ ） に 基 づ
く ド メ イ ン （ ７ １ ～ ７ ４ ） の い ず れ か の 整 数 （ 例 え ば ７ １ ） を UL_PermBaseに 割 り 当 て 、
そ の 整 数 を Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド の 一 部 と す る 。 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 そ の Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ シ ー ド を 用 い て 、
Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ 生 成 器 の 出 力 に よ り イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 決 定 す る 。 そ の イ ニ シ ャ ル レ
ン ジ ン グ コ ー ド は 、 中 継 局 Ｒ Ｓ だ け で な く 、 基 地 局 Ｂ Ｓ へ も 送 信 さ れ る 。
（ Ｓ ４ ０ ８ ） イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 受 信 し た 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 以 下 の こ と を 認 識 す
る 。
　 ・ UL_PermBaseが ０ ～ ６ ９ 以 外 の 整 数 で あ る た め に 、 基 地 局 Ｂ Ｓ 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ か ら
の 要 求 で は な い こ と を 認 識 す る 。
　 ・ UL_PermBaseは 予 め ド メ イ ン に 区 分 さ れ て い る の で 、 そ の 移 動 局 Ｍ Ｓ が 存 在 す る 中 継
局 Ｒ Ｓ を 特 定 す る 。
　 そ し て 、 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 そ の 中 継 局 Ｒ Ｓ 配 下 の 移 動 局 Ｍ Ｓ に 対 し て Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 送
信 す る た め の 帯 域 を 確 保 す る 。 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ か ら 割 り 当 て ら れ た 帯 域 を 用 い
て 、 Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ Ｓ ４ ０ ９ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 予 め 割 り 当 て ら れ た DL_PermBase（ ０ ～ ３ １ の い ず れ か 、 例
え ば １ ） に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 、 そ の 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す る 。
（ Ｓ ４ １ ０ ） 中 継 局 Ｒ Ｓ も 、 予 め 割 り 当 て ら れ た DL_PermBase（ ７ ０ ～ １ ２ ６ の い ず れ か
、 例 え ば ７ ０ ） に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 、 そ の 圏 内 の 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す る 。
（ Ｓ ４ １ １ ） ま た 、 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 移 動 局 Ｍ Ｓ へ Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 送 信 す る 。
（ Ｓ ４ １ ２ ） 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ 及 び 中 継 局 Ｒ Ｓ か ら の 受 信 状 況 に 基 づ い て 、 所 望
す る 接 続 先 （ 基 地 局 Ｂ Ｓ 又 は 中 継 局 Ｒ Ｓ ） を 決 定 す る 。 そ し て 、 所 望 す る 接 続 先 の イ ニ シ
ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を ブ ロ ー ド キ ャ ス ト す る 。 こ の イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド は 、 基
地 局 Ｂ Ｓ 及 び 中 継 局 Ｒ Ｓ の 両 方 に よ っ て 受 信 さ れ る の で 、 両 局 が 、 い ず れ の 局 が 選 択 さ れ
た か を 認 識 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ Ｓ ４ １ ３ ） 中 継 局 Ｒ Ｓ が 選 択 さ れ た 場 合 、 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 そ の 中 継 局 Ｒ Ｓ 圏 内 の 移 動 局
Ｍ Ｓ に 対 し て Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 送 信 す る た め の 帯 域 を 確 保 す る 。 中 継 局 Ｒ Ｓ は 、 基 地 局 Ｂ
Ｓ か ら 割 り 当 て ら れ た 帯 域 を 用 い て 、 Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ Ｓ ４ １ ４ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 送 信 す る 。
（ Ｓ ４ １ ５ ） 移 動 局 Ｍ Ｓ は 、 Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｅ Ｑ を 基 地 局 Ｂ Ｓ へ 送 信 す る 。
（ Ｓ ４ １ ６ ） 基 地 局 Ｂ Ｓ は 、 Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 返 信 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に お け る 中 継 局 の 機 能 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ５ に よ れ ば 、 中 継 局 １ は 、 無 線 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ０ １ と 、 Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ 転 送 部
１ ０ ２ と 、 レ ン ジ ン グ 処 理 部 １ ０ ３ と 、 プ リ ア ン ブ ル 判 定 部 １ １ １ と 、 シ ー ド 情 報 決 定 部
１ １ ２ と 、 レ ン ジ ン グ コ ー ド 送 信 部 １ １ ３ と 、 プ リ ア ン ブ ル 送 信 部 １ ２ １ と 、 レ ン ジ ン グ
コ ー ド 判 定 部 １ ２ ２ と を 有 す る 。 こ れ ら 機 能 部 は 、 中 継 局 １ に 搭 載 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ を
実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム に よ っ て も 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 プ リ ア ン ブ ル 判 定 部 １ １ １ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ （ 又 は 中 継 局 Ｒ Ｓ ） か ら プ リ ア ン ブ ル を 受 信
し 、 そ の プ リ ア ン ブ ル を 生 成 し た DL_PermBaseが 、 基 本 ド メ イ ン （ ０ ～ ３ １ ） で あ る か 又
は 中 継 ド メ イ ン （ ７ ０ 、 ８ ０ 、 … ） で あ る か を 判 定 す る 。 プ リ ア ン ブ ル 判 定 部 １ １ １ は 、
そ の 判 定 結 果 を シ ー ド 情 報 決 定 部 １ １ ２ へ 通 知 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 シ ー ド 情 報 決 定 部 １ １ ２ は 、 DL_PermBaseが 基 本 ド メ イ ン （ ０ ～ ３ １ ） で あ る 場 合 に は
、 中 継 ド メ イ ン （ ７ ０ ～ １ ２ ７ ） か ら 中 継 局 と し て 割 り 当 て 可 能 な シ ー ド 情 報 （ 例 え ば ７
０ ） を 決 定 す る 。 一 方 、 DL_PermBaseが 中 継 ド メ イ ン （ ７ ０ 、 ８ ０ 、 … ） で あ る 場 合 に は
、 そ の 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 （ ７ ０ ） に 基 づ い て 割 り 当 て 可 能 な シ ー ド 情 報 （ 例 え ば ７ ５ ）
を 決 定 す る 。 決 定 さ れ た シ ー ド 情 報 は 、 プ リ ア ン ブ ル 送 信 部 １ ２ １ へ 通 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 プ リ ア ン ブ ル 送 信 部 １ ２ １ は 、 中 継 局 用 シ ー ド 情 報 に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 送 信
す る 。 例 え ば 、 DL_PermBase＝ ７ ０ 又 は ７ ５ に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 レ ン ジ ン グ コ ー ド 判 定 部 １ ２ ２ は 、 移 動 局 Ｍ Ｓ か ら 受 信 し た イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー
ド が コ モ ン コ ー ド （ 例 え ば １ ２ ７ ） か 又 は そ れ 以 外 か を 判 定 す る 。 コ モ ン コ ー ド で あ れ ば
、 プ リ ア ン ブ ル 送 信 部 １ ２ １ へ そ の 旨 を 通 知 す る 。 プ リ ア ン ブ ル 送 信 部 １ ２ １ は 、 中 継 局
用 シ ー ド 情 報 （ 例 え ば ７ ０ ） に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を 同 報 送 信 す る 。 イ ニ シ ャ ル レ
ン ジ ン グ コ ー ド が 、 コ モ ン コ ー ド 以 外 で あ れ ば 、 レ ン ジ ン グ コ ー ド 送 信 部 １ １ ３ へ 、 レ ン
ジ ン グ コ ー ド を 通 知 す る 。 レ ン ジ ン グ コ ー ド 送 信 部 １ １ ３ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ へ レ ン ジ ン グ コ
ー ド を 転 送 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ 転 送 部 １ ０ ２ は 、 基 地 局 Ｂ Ｓ か ら Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 受 信 し 、 そ の Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ
Ｐ を 移 動 局 Ｍ Ｓ へ 転 送 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 レ ン ジ ン グ 処 理 部 １ ０ ３ は 、 レ ン ジ ン グ 処 理 を す る も の で あ り 、 基 地 局 Ｂ Ｓ と 移 動 局 Ｍ
Ｓ と の 間 で Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｅ Ｑ ／ Ｒ Ｎ Ｇ － Ｒ Ｓ Ｐ を 転 送 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 に お け る 基 地 局 の 機 能 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ６ に よ れ ば 、 基 地 局 ２ は 、 無 線 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス 部 ２ ０ １ と 、 レ ン ジ ン グ コ ー ド 判
定 部 ２ ０ ２ と 、 レ ン ジ ン グ 処 理 部 ２ ０ ３ と 、 中 継 経 路 判 定 部 ２ ０ ４ と 、 経 路 テ ー ブ ル 保 持
部 ２ ０ ５ と 、 帯 域 幅 算 出 部 ２ ０ ６ と 、 Ｍ Ａ Ｐ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 ２ ０ ７ と 、 プ リ ア ン ブ ル
送 信 部 ２ ０ ８ と を 有 す る 。 こ れ ら 機 能 部 は 、 基 地 局 ２ に 搭 載 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ を 実 行 さ
せ る プ ロ グ ラ ム に よ っ て も 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 レ ン ジ ン グ コ ー ド 判 定 部 ２ ０ ２ は 、 受 信 し た イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 生 成 し た シ
ー ド 情 報 が 、 基 本 ド メ イ ン （ ０ ～ ６ ９ ） か 又 は 中 継 ド メ イ ン （ ７ ０ ～ １ ２ ７ ） か を 判 定 す
る 。 基 本 ド メ イ ン で あ れ ば 、 そ の 旨 が レ ン ジ ン グ 処 理 部 ２ ０ ３ へ 通 知 さ れ る 。 中 継 ド メ イ
ン で あ れ ば 、 そ の 旨 が 中 継 経 路 判 定 部 ２ ０ ４ へ 通 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 中 継 経 路 判 定 部 ２ ０ ４ は 、 移 動 局 Ｍ Ｓ が 経 由 す る 中 継 局 Ｒ Ｓ を 特 定 し 、 中 継 経 路 を 判 定
す る 。 中 継 経 路 の 判 定 に は 、 経 路 テ ー ブ ル 保 持 部 ２ ０ ５ を 参 照 す る 。 経 路 テ ー ブ ル 保 持 部
２ ０ ５ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 全 体 の ト ポ ロ ジ を 管 理 す る 。 帯 域 幅 算 出 部 ２ ０ ６ は 、 中 継 経 路 情
報 に 基 づ い て 帯 域 幅 を 割 り 当 て る 。 Ｍ Ａ Ｐ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部 ２ ０ ７ は 、 そ の 帯 域 幅 に 基
づ い て Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 更 新 し 、 そ の Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 プ リ ア ン ブ ル 送 信 部 ２ ０ ８ は 、 DL_PermBase＝ ０ ～ ３ １ に よ り 生 成 し た プ リ ア ン ブ ル を
送 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
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　 図 ７ は 、 本 発 明 に お け る 移 動 局 の 機 能 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ７ に よ れ ば 、 移 動 局 ３ は 、 無 線 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス 部 ３ ０ １ と 、 プ リ ア ン ブ ル 判 定 部
３ ０ ２ と 、 レ ン ジ ン グ 処 理 部 ３ ０ ３ と 、 シ ー ド 情 報 決 定 部 ３ ０ ４ と 、 レ ン ジ ン グ コ ー ド 生
成 部 ３ ０ ５ と 、 経 路 テ ー ブ ル 保 持 部 ３ ０ ６ と を 有 す る 。 こ れ ら 機 能 部 は 、 移 動 局 ３ に 搭 載
さ れ た コ ン ピ ュ ー タ を 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム に よ っ て も 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 プ リ ア ン ブ ル 判 定 部 ３ ０ ２ は 、 受 信 し た プ リ ア ン ブ ル を 生 成 し た シ ー ド 情 報 が 、 基 本 ド
メ イ ン （ ０ ～ ３ １ ） で あ る か 又 は 中 継 ド メ イ ン （ ７ ０ ～ １ ２ ７ ） で あ る か を 判 定 す る 。 基
本 ド メ イ ン で あ れ ば 、 レ ン ジ ン グ 処 理 部 ３ ０ ３ は 、 通 常 の 基 地 局 Ｂ Ｓ に 対 す る レ ン ジ ン グ
処 理 を す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 シ ー ド 情 報 決 定 部 ３ ０ ４ は 、 受 信 し た プ リ ア ン ブ ル を 生 成 し た シ ー ド 情 報 が 、 中 継 ド メ
イ ン で あ る 場 合 、 そ の 中 継 ド メ イ ン の 中 か ら 移 動 局 用 シ ー ド 情 報 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 レ ン ジ ン グ コ ー ド 生 成 部 ３ ０ ５ は 、 決 定 さ れ た 移 動 局 用 シ ー ド 情 報 を 用 い て 、 Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ
生 成 器 の 出 力 に よ り イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 生 成 す る 。 レ ン ジ ン グ 処 理 部 ３ ０ ３ は
、 こ の イ ニ シ ャ ル レ ン ジ ン グ コ ー ド を 用 い て 、 レ ン ジ ン グ 処 理 を す る 。 ま た 、 生 成 さ れ た
レ ン ジ ン グ コ ー ド は 、 経 路 情 報 を 表 す た め に 、 経 路 テ ー ブ ル 保 持 部 ３ ０ ６ に 蓄 積 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 基 地 局 Ｂ Ｓ ま で の ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ が 認 識 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 の レ ン ジ ン グ 処 理 で 用 い ら れ る レ ン ジ ン グ コ ー ド を 中
継 局 向 け に 拡 張 す る 。 こ の よ う な レ ン ジ ン グ コ ー ド の 割 り 当 て は 、 中 継 局 を 含 む ネ ッ ト ワ
ー ク ト ポ ロ ジ を 関 連 付 け る こ と が で き る 。 基 地 局 は 、 移 動 局 が 経 由 し て い る 中 継 局 を 特 定
し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 全 体 の 経 路 を 把 握 し 、 そ の 経 路 情 報 に 基 づ い た 帯 域 割 当 を す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 前 述 し た 本 発 明 に お け る 種 々 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 当 業 者 は 、 本 発 明 の 技 術 思 想 及 び 見
地 の 範 囲 に お け る 種 々 の 変 更 、 修 正 及 び 省 略 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 前 述 の 説 明 は あ
く ま で 例 で あ っ て 、 何 ら 制 約 し よ う と す る も の で は な い 。 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 及 び
そ の 均 等 物 と し て 限 定 す る も の に の み 制 約 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 の レ ン ジ ン グ コ ー ド を 生 成 す る Ｐ Ｒ Ｂ Ｓ 生 成 器 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に つ い て 基 地 局 Ｂ Ｓ と そ の 圏 外 に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ と の 間 の 中 継 局 Ｒ Ｓ
を 介 し た レ ン ジ ン グ シ ー ケ ン ス で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に つ い て 基 地 局 Ｂ Ｓ と そ の 圏 内 に 存 在 す る 移 動 局 Ｍ Ｓ と の 間 の 中 継 局 Ｒ Ｓ
を 介 し た レ ン ジ ン グ シ ー ケ ン ス で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に お け る 中 継 局 の 機 能 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に お け る 基 地 局 の 機 能 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に お け る 移 動 局 の 機 能 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 １ 　 中 継 局
　 １ ０ １ 　 無 線 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス 部
　 １ ０ ２ 　 Ｕ Ｌ － Ｍ Ａ Ｐ 転 送 部
　 １ ０ ３ 　 レ ン ジ ン グ 処 理 部
　 １ １ １ 　 プ リ ア ン ブ ル 判 定 部
　 １ １ ２ 　 シ ー ド 情 報 決 定 部
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　 １ １ ３ 　 レ ン ジ ン グ コ ー ド 送 信 部
　 １ ２ １ 　 プ リ ア ン ブ ル 送 信 部
　 １ ２ ２ 　 レ ン ジ ン グ コ ー ド 判 定 部
　 ２ 　 基 地 局
　 ２ ０ １ 　 無 線 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス 部
　 ２ ０ ２ 　 レ ン ジ ン グ コ ー ド 判 定 部
　 ２ ０ ３ 　 レ ン ジ ン グ 処 理 部
　 ２ ０ ４ 　 中 継 経 路 判 定 部
　 ２ ０ ５ 　 経 路 テ ー ブ ル 保 持 部
　 ２ ０ ６ 　 帯 域 幅 算 出 部
　 ２ ０ ７ 　 Ｍ Ａ Ｐ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 部
　 ２ ０ ８ 　 プ リ ア ン ブ ル 送 信 部
　 ３ 　 移 動 局
　 ３ ０ １ 　 無 線 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス 部
　 ３ ０ ２ 　 プ リ ア ン ブ ル 判 定 部
　 ３ ０ ３ 　 レ ン ジ ン グ 処 理 部
　 ３ ０ ４ 　 シ ー ド 情 報 決 定 部
　 ３ ０ ５ 　 レ ン ジ ン グ コ ー ド 生 成 部
　 ３ ０ ６ 　 経 路 テ ー ブ ル 保 持 部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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